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団地／それぞれの住まい歴調査vol.6	 

 
■日時：2014年 1月 30日（木）15:00~17:00 
■場所：男山団地中央センター１階	 だんだんテラス 
■参加者： 
	 ◇居住者： 
	 	 	 	 Bさん 
	 ◇KSDPメンバー 
・星田：H 
・安原：Y 
・芦田：A 
 
H：自己紹介しましょうか。 
Y： 今回の研究をしています研究員なんですが、Yと申し
ます。 

B：Bです。 
H：Hです。 
Y： ある程度聞いていただいてるかと思うんですけれど、
これまでどういうように過ごしてこられたか、男山だ

けに限るんじゃなくって、それ以前についても、その

方の歴史をうかがうという。 
B：ああ、はい。 
Y：これまでお話をうかがってきまして、たまたま女性の
方ばっかりだったんです。今回初めて男性の方にお話

をうかがうということで。 
B：ぼくの、人生ですか。 
Y：そうなんです。それとなく語っていただきましたら。 
B：はい。ぼくはね生まれは九州の小倉です。 
Y：ああ、そうですか。 
B：小倉で生まれて、呉に行ったんです。 
Y：はい。 
B：親父が呉の海軍工廠に行っとったから。呉で五つまで
おったんかな、昭和 15年くらいまで。五つの時も呉の
空襲が激しくなって、防空壕へよう逃げました。ちょ

うど呉の山のとこに家があったから、呉が空襲警報発

令ていうたら、防空壕に逃げてました。いつも防空頭

巾被ってね。でも空襲が激しくなったからいうて、お

ふくろが土佐の高知へ。そこへ疎開したんです、おふ

くろの里へ。疎開して十日以上してからかね、広島に

原爆が落ちたんですわ。 
Y：はいはい。 
B：でまあ、義理の姉さんは広島におったから亡くなった
けどね。んでぼくがそのとき疎開したのは、兄貴がお

ってぼくがおって、妹がおったんです。でおふくろと

親父と 5 人でおふくろの里へ疎開したんです。土佐の
高知、阪神がよう野球やるとこです。 

Y：はい。 
B：あそこがうちのふるさとです。それで親父が山を買う
て、山を開墾したんですわ。開墾してたら、昔住んで

た人もおったみたいですわ。 
Y：はい。 
B：昔の刀とか、折れたのとか出てきたんです。 
Y：ほおー。 
B：山でも四国で一番高いとこですわ。そこに行くまでに、

お寺が 2 軒あったんですわ。お寺は誰もおれへん、も
一軒も誰も住んでへん。道はひとりしか、並んで通れ

るような道はいっこもあれへん。そこへいって開墾し

て畑をつくって、木もいっぱいあるから炭焼きして、

備長のね樫の木で、できるもんいうたらね。ちょうど

畑がうちの山買うたときやったら 5 町くらいかね。昔
のままで、お茶畑みたいなんが岸にずーっと生えとっ

たわけでさ。で、池もあったんで。家は無かったんで

すけど、家を建てて。家を建てるのも、こう、杉の木

がいっぱい生えてまっしゃろ、それを切って家を建て

て。 
Y：その山に、以前に人が住んでたというのは。 
B：もっと昔。昔の話。 
Y：それこそ江戸時代とか。 
B：大正、明治の前やと思うわ。そやから。 
Y：そこに住まいになったときには、まわりには人は誰も
おらんかったんですか。 

B：10軒ほどね、ありました。 
Y：多少はありましたか。 
B：あったけど、みな新しいようにしてました。 
Y：はあ。 
B：隣いうたらこっから、そやね、そこにほれ、そこの市
場あるやん。 

A：うーん、どこですか。 
B：え、ま、こっから隣の家行こうと思うたら、八幡の役
所の、八幡高校くらいまで行かな隣あれへんやん。両

隣。 
Y：あー、うん。 
B：おーい言うても聞こえへんやん、ね。そっからね 10軒
ほどあったんですわ、山奥に。隣近所いうたら物言え

るけど、隣行こうと思ったらそんだけ行かな。そした

らもう、ぼくら小学校 1年のとき。 
Y：小学校ですね。 
B：2年かな。おじいさんとこにおったから、2年から、ね、
そこの山に来て町まで通ってたんです。2時間片道、山
二つ越えなあかん。片道 2時間と言うことは、 

Y：10キロ。 
B：片道ね。それをずっと小学校通ってました。ぼくより
小さい子もおるわけや、上の大きいのもおったけど。

だんだん、おる間にぼくが上の方になってもうて、ま

た小っちゃい子を山越えて連れてかなあかん。そこの

山 10キロ歩いて、学校まで歩いて行ってたら、もう 1
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時間 2時間、授業が始まってるわけや。 
Y：なるほど。うん。 
B：ね。そこの村から行くいうたら 4，5人や、学校行く子
は。また途中で村もあったらしいね。あっても、5，6
軒あったかな。そこの村の人も行きよったから、ぼく

んとこの村は遠いからね、みんなにいじめられててん。

あそこね、うちは“とおない”いうてね、住所やったん
よ。遠ないのに、“とおない”。 

芦田：とおないのに。 
Y：ははは。 
B：“とおない”のに、いっつも遅れてくる。 
A：あ、遠ないのに 
B：そんで、先生はそのときに、校長先生入れて 3 人しか
おれへん。 

Y：生徒は何人いるんですか。 
B：生徒は 80人くらいおったかね。1年 2年は先生教えて。

2年 3年、3人しかおれへんから、6年まで 3人でいけ
るわね。あともう一人小使いさんみたいな人がおって。

先生に「先生、いつもおくれてくるのはな、ぼく一人

やったら遅れてけえへんねん、ちっちゃい子もおる」

って。途中でお腹空いたとかしんどいとか、しんどい

から休んで行かな。そらしんどいわ、大人でもしんど

いのに。ほなもう、手えつないで歩ける道ちゃうもん。

藁を持って、藁草履はいて行く道やから。もう靴みた

いなんある時分やあらへん。 
Y：そうですね。 
B：ほんでこんな、こう風呂敷を巻いてね、鞄をかけるか
して、しかなかった。今みたいなリュックなんかあら

へん。ほれで先生に言うてん。「うちの村へ遠足に来て

くれ」と。 
Y：ああ、なるほど。 
B：いっぺんな、どっから来てるかとか、だれも知らへん
と。んで先生と校長先生に言うたら、そんならこんど

の PTA かな、父兄にきいて、遠足行ってみようかと。
ちょうど蕨が生える頃やね、ちょっと春かな。そんで

みんな、100人近くかな、小っちゃい子がおるから父兄
も来るやんか、大人な。んで水は上の方行ったらあれ

へんから、水なんかは何かいれれるもんがあったら、

いれて持ってかな。そりゃ谷まで行ったら水はあるけ

ど、上は、山の上あがりゃ水あれへん。洗濯だの風呂

だの雨水を貯めてある。こんな大きいの、あっちこっ

ちに。飲み水は山からぐーっと降りて、担いでね。 
Y：汲みに行った。 
B：そう。そんな苦労しましたよ、その山におるときは。
中学校に入ってから、町に出てった。 

Y：そうなんですか。 
B：そう。お父さんな、もうこんな山な、もう、なんぼで
もええやん、売って町に行こうよって。おふくろがね

もうそのときね、その山で具合が悪うなって、こんな

こというても分からんかも分からんけど、犬神が憑い

たんです。きつね、たぬき、へびも憑いた。つきもん

が憑いたんです。あんたにたぬきが憑いてるみたいに。

そういうのが村のあれで、憑いたわけよ。うちは悪い

ことしてへんよ。それでぼくはお祈りをいろんなこと

を覚えて、お寺さん行って勉強して、学校のとき、お

かあさんのつきもん落とすのに。んでお坊さんに言う

たら、つきもんが憑いてるからこういうものを煎じて

飲ませとか、いろんなもの教えてもらった。犬神が憑

いたらね、寝とってもよう歩かんで、ぴょんぴょんっ

てはねてくるんよ。おっかん。 
A：へええ。 
B：うん、おれが座らして、拝むやろ。出てけ！言うて、
出て行くねん。よう歩かんのにばーっと、憑いたとき。

そんなん嘘やろと言ってみんな言うけど、違うよ嘘や

ないよ。ぼくはもうそれを経験してるから。それから

もう、お祈りを、小学校の時ですよ、お祈りを覚えて、

空で、あんなん難しいやんか。先生に、坊さんにうや

うやしく･･･ってな、それを覚えてな。拝むのはなんで

も拝んどった。助けなあかんから、おかんを。それで

も中学校の時は、おかんを町の病院に入れたわけです

わ。四国の病院あっちこっち行ったんです。子宮ガン

なっとったから、四国の大きい病院何軒も行ったんで

すわ。そのとき子宮ガンなんか手術できへんから。 
Y：それで、つきものは。 
B：つきものはもうとれてもうてね。 
Y：とれた。 
B：それで、誰が憑いてるのかはぼくでもわかったで、ど
この人が憑いてるか。うちはねべつに貧乏してなかっ

た。その村で一番裕福やったんよ。親父が畳やっとっ

て、町に出て行って畳やっとった。だからお金とか、

食べることもそう、昔やったらそういう食べ物とかく

れるやんか。百姓とか、これ持って帰りいうてな。う

ちの親父は体が大っきかったから、昔の背負子いうて

あるやんか、あんなの 100 キロくらいおんぶして山上
がってくるぐらいの人や、うちの親父は。そやから町

出てどっかの村に、畳裏返しに行ったりしたら一日や

ないもん。うちもして～うちも！いうて。そんなん 1
週間 2 週間帰ってけえへんわけや。その間はぼくがう
ちのこと全部してた。 

Y：ご兄弟は。 
B：兄貴と、ぼくと、妹と、弟と、一番下の弟は肺炎で死
んだんやけど、ちっちゃいころにね。おふくろがまだ

おる時にね。んで、あとみな町に出てきたんですわ。

それで中学校 1 年の時に室戸台風があったんですわ。
おふくろがね、中学校 1年…のときかな、亡くなって、
こんど初盆やっていうてたときに室戸台風が来て、兄

貴と、海の近所やから安芸のね、海の近所で材木がい

っぱい流れてくるわけよ、それをとりに行こういうて、

浜見たら人がいっぱいやねん、漁師町やから。それで

行って、2階建てくらいの波に飲まれたわけや、ぼくと
兄貴と。 

Y：ほおお。 
B：で、いっぺん上まで上がってきたんやけど、ぼくは助
かって、兄貴は三日目に桂浜の近所に上がってきては

ったんです。 
	 	 それで、うちのおふくろの兄貴が警察に行っとったか

ら、豚の死骸が上がってるいうて、初め見たときそう

聞いたんやけど人間やったいうて。うちの兄貴やと思

うて警察のおっちゃんに言うたら、わし行ってくるい

うて。その時分車なんかあれへんやんか、警察しか。
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そのおっちゃんも、警察では車ものすごう上手やから、

行ってきて、そならやっぱりそうやった。んで連れて

帰ってきたら、家に帰ってきたら、血が出てたんや。

車の中で一切血出さなんで、下ろしてから血が出たん

や。おふくろの初盆やけど、そのときに死んでおれは

助かったんや。なんでおれは助かったんやと。死ぬ前

におふくろはこう言いよってん、ぼくに。一生護って

やるいうて。焼き場いうたら田舎のことやから薪でこ

う、焼かなあかんねやんか。一晩中おじさんがこう焼

いてたわ。今みたいな電気なんかあれへんやん。んで

明くる年に兄貴が流されて死んだわけや。そんでそん

ときやから、おじさんが警察行っとったから、なんて

いうかな、警察で一番運転が上手くってね、 
Y：ほおー。 
B：昭和天皇の、四国一周行ったって言うやつや、28年か
ね。四国一周するときうちのおっちゃんが運転して四

国一周したっていうわけや。んで天皇陛下の運転手が

横に乗って、四国なんか今みたいなええのやなくて、

砂利ばっかしや。リヤカーが通るような道や。バスな

んか走ってへんやん、ね。下見たら崖ばっかしや。そ

れでうちのおっちゃんが選ばれて四国一周して、昭和

天皇を。それで勲章もらって。まあ、おっちゃんもも

う亡くなっておらんけどね。そのときぼくはちょうど、

安芸いうとこ通るから橋の角っこで立っとった。みん

な座ってねお辞儀しとったわ。それで、おれの目の前

でおっちゃんが車停めてくれた。そんなら、天皇陛下

と握手して、おれは中学 1 年生のときで、まあ小っち
ゃいやん、今も小っちゃいけど。ほんで握手してくれ

た。おっちゃんが言うたんやろな。窓開けて、ぼくは

立っとるからお辞儀した。んで向こうから天皇陛下が

窓開けて手だしてきよった。ほんだら近所に座ってる

大人いっぱいおるやんか、なんであんたはいうて、び

っくりしたわけ。 
Y：そらそうでしょうなあ。 
B：あ、運転してるのはうちのおじさんですいうたら、へ
えーいうて。 

H：そのころは、もう敗戦の混乱はだいぶ治まった頃です
か。もうどっちかっていうと元気になり始めた時代で

すか。 
B：そうそう。うんまあ食べるもんは、もうぼくが中学校
卒業するまでは苦しかったけどね。	  

Y：昭和天皇が全国を巡行していた。 
B：そうそう。四国いうたらもう山で、道はあるんやけど、
下見たら崖ばっかり。その時分車運転する人なんかほ

とんどおれへん。 
Y：そらそうですね。 
B：うちの人も車運転しとったから、ぼくが町に出てきた
ら、途中までサイドカーいうて横に乗るやつ、あの横

乗せて、山まで帰らなあかんからいうて。町に買いも

んに来たらおっちゃんが、行けるとこまで行ったるわ

ーいうて。 
Y：それで、中学校まで安芸にいらっしゃった。 
B：そうですね。中学校卒業してから、まだ妹や弟はおっ
たんやけど、ぼくは大阪へ出てきたんや。親父の家の

跡継ぎをしようと思たんやけど、畳なんか重たいでし

ょう。 
Y：ふふふ。 
B：ね、もう裏返しいうたら、うちの親父は手早かったけ
ど、おれには畳はもう。こんな重たいもん持って、縫

うのもでけへんわ。なんかこう、町をぶらぶらしとっ

たら、こういう、今みたいなんに飾って、なんかいろ

いろあるやん、こういう食べる仕事したいなっと思っ

て。 
Y：うんうん。 
B：それで、食べることはご飯炊いたりいうのは小っさい
時分からやってるから。 

Y：あ、そうですね。 
B：親父に言うたんや。食べることの仕事をしたいと言う
たら、大阪の方にこっから行ってる人がおって、嫁さ

んがね、道頓堀いうとこでやってるいうから。そした

らおれ道頓堀も知らんし、んで高知から船に乗って天

保山と言うとこまで着いて、迎えに行くからって、昔

の電報や、電報でね。 
Y：うんうん。 
A：ううん、すごいな。 
B：そんでそこまで迎えに行くから言うて返事して、そん
で親父に言うて、道頓堀に行ったんですわ。で、天保

山まで迎えに来てくれました。相手の人がね。 
Y：そうですか。 
B：板場さんが、ぼくは料理がしたかったから、板場さん
が二人と奥さんと。で、ぼくは天保山降りたときに、

一番先に降りたわけよ。ね、あの、こどもみたいなん、

まあこどもやろわなあ。 
H：船で行かれたんですか。 
B：うん船で高知から。そのとき親から 1000円もらって、
そいで天保山まで着いたら 600円おつりあったんや。 

Y：ああ、そうですか。 
B：その時分ね。んで、迎えに来てて、名前言うて、ぼく
風呂敷包みふたつくくって担いで、そんだけしか持っ

てへんやんか。着替えゆうほど。 
A：うん。 
B：それで、あのとき靴はいとったかな、中学入るまで靴
履いたことなかった。自分でわら草履つくって履いと

った。おじいさんが教えてくれた、自分の履くやつは

自分で作れいうて。藁をたたいてね、草履つくって。

一日一足は長い道歩いてたら切れたりするから、いつ

も一足は余分に持って。途中で切れたやつは置いとい

て、また山道、誰も通れへん道やん。通ってる言うた

ら蛇くらいですわ。マムシとかね、山ウサギとか。 
Y：ふふふ。 
B：それからマムシはよくぼくはとりました。あれは体に
ええからいうてね。ぱっとしっぽつかんで、ばっと裂

いて、骨だけにするんですわ。んで竹でぱっぱって編

んで、持ってくん。ほんでたまたま一升瓶をもっとっ

たとき、空で持っとってん。あのとき一升瓶しか入れ

もんが無かったんです。そこへね、生きた奴を入れて

持って帰って、あの焼酎かな、入れて、置いてあった

んですわ。そんでその焼酎が、傷薬とか、塗ったら治

る薬になる聞いたから。飲めへんよ。 
A：ええ、まあ。 
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B：そんなこともやってきたしねえ、山におるときは。そ
したら道頓堀出てきて、その店で 10年ほど修行しまし
た。 

H：どんなお店ですか。 
B：料理屋。 
H：料理屋で。 
B：料理とお寿司や。ぼくがおったときには板前さんが十
人もおったんや。 

Y：そうですかたくさんですね。大きなお店。 
B：そんで、ぼくがその店で一月働いて 2000円ですわ給料
が、ね。でその時分ぼくが一番小さかったから、鍋洗

いやら、そんなことしかしなかったんですわ。そのう

ち薪でご飯炊いたり、薪を割ったり、薪割るのん上手

やなあーとか、それはお手のもんや。 
Y：それはお手の物。ははは。 
B：んで、ぼくはなんか出来るーいうたら、ご飯炊くぐら
いはできますよー言うて。釜で、あのほれあのーかま

どで炊いとったやろ。で、俺らも昔やからあんなもん

木でしか飯炊いたことあれへん、ガスで炊いたことみ

たいなんあれへん。 
Y：お店は薪で？ 
B：薪で自分やってました。やっとったけど、他の人もや
っとったけど、僕と代わってから、Bくんご飯炊くの上
手やなと。 

Y：ご飯がおいしい 
B：うん。僕はもう、なー。勝手に言われへんやん。ご飯
も炊けるし、いろんなもんも切ることもできるしな。

ご飯炊くのはどうやって炊くとかはもう小学校の時か

ら知ってるから、こうじっとしとって見てこういう炊

き方してんねんなーっと。米を洗ろうたらすぐに火を

つけて炊きよるやろ、それはあかん。洗ろうてしばら

く置いといて、今日はどんだけいるかいうことを。で

自分で洗ろうて、かごに入れてね。そこではね、出前

が多かったからね。 
Y：そうですか 
B：出前でようこんなん担いで、道頓堀走っとった。ほん
で２年くらいしてからね。コニ―３６０、車ができだ

してから、車を買うて運転できる人が 1 人おって、そ
れで出前いったわけや。 

Y：かなり広い範囲を出前しておられたんやね、車で。 
B：うん。もう車でもうこっから大阪まで行くくらいのと
こまで出前もやった。昔は自転車で走っとった大阪の

道頓堀から、阿倍野からまだむこう北畠っていうとこ

あるんですわ。そこまでねー自転車で僕担いでいった

んですわ。 
Y：そうですか。 
H：すごい。 
B：まだまだちんちん電車が走っとったからね。入ったら
ひっくり返されるような道や。ほんで阿倍野もぶあー

とあがる坂や。これはもうしんどい。こっちから行け

る道無いかなって、それで探して行ったらあがらんで

も良い、ちょっと遠回りなるけど、北畠いうとこまで

いったんですわ。ほんならその時分、そこはね弁当で

もなんか知らん４つか５つ、いっつも持って行っとっ

たんですわ。 

Y：へえーそうですか。 
B：みんな自転車乗りますよ、そこへ行くの嫌がるねん、
遠いから。ほんで誰もいけへんから僕がいったんです

わ。 
Y：個人のお家にご飯を届けるわけですな弁当を。 
B：そこの家はね、本町でね特許事務所、鎌田特許いうて
ね、今でもやってます。 

Y：角にありましたね。 
B：角っこにあります。そこの本宅が北畠です。そこにい
とさん、こいさん、なかっちゃんが、三人娘がおった

わけや。で、御寮さん、もうたいがい五つか六つか弁

当持っていっとった、弁当か色んなもんね。お寿司な

らお寿司とか。出汁はこんなポットに入れてここへ引

っかけて。 
Y：それは昼のご飯ですか夜のご飯ですか？ 
B：夜のご飯。そんなもん昼ご飯やったら行くだけで時間
かかりますわ。ほんでそこの御寮さんが、行ったらご

苦労さん言うて紙に包んでくれてあれ、なんぼか、100
円か 200円くらい。「僕これ、ご苦労さん」言うて。初
めて行ったときな、帰ってきて奥さんになこうやって、

「もらったんやけど、100円札やった」って。奥さんは
「それは Bくんが持ってったんやから Bくんのもんや
から、持っときなさい」って。ほんで車でいくように

なってからはあれやけど、初めのうちはずっと僕が行

っとったんですわ。 
Y：そのころのお住まいは、どんなとこにお住みやったん
ですか？ 

B：その時はそこの店の三階が、みな、あの、上の人は通
ってる人が何人かおったけど、あとは皆住み込み、ね。

で住み込みで僕はもう朝早う起きて、あの、なんやか

んや段取りして。で、出前昨日行ってまっしゃろ、器

を下げに行くわけや。あっちこっちへ。それだけでも

大変や。 
Y：晩ご飯だったら次の朝に行くんですか？ 
B：うん朝。夜よその家へ持って行ってほんで朝、器下げ
にいくわけですわ。 

A：じゃあ十人くらい板前さんおったときはそのくらいの
人数で住んでたってことですか？ 

B：そやから上が、そうやね、６人か７人くらいで三階で
住んでた。三階建てやったからね。二階は奥さんやと

かおやっさんとか子どもがおったからね。三階の横か

ら、あの集団就職に来たんが 2，3人おってね、一日だ
けやって夜逃げしよった子が、広島から来た子がね、

鞄を下に落として。丁度その横に電信柱があって、電

信柱で「何してんねん」って。僕に言うとったよ、「こ

ういうのにむかん」って。帰る金はもっとったんやろ

な、ほんで広島帰って。 
Y：仕事は厳しかったんですか？ 
B：そら厳しかったです。「こんな洗い方しやがって！」っ
ていうようなもんや、上の人は。出刃でも飛んでくる

くらいや、ね。そらもう蹴飛ばしたり、流しの上に、

流し色んな汚れた鍋とか色々置いとるわけやろ「誰や

これ洗ったんはー」って聞かれるわけや。そんなん聞

いてたから、僕も文句言われるん嫌やからもうきっち

りしとった。器でももうこの上置いとったら怒られる
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わ。もうきっちり、きれいに洗って、湯通しして、拭

いて、で棚に置く。まあいうたら消毒みたいなもんや

ね。洗うて拭くんと違うて、塗りもんなんかやったら

二度拭きしなあかんやん。今みたいなあんな塗りもん

と違うて漆塗りばっかしやから、ね。あれ洗って、水

で洗って、湯通しして、拭いて、もう一回きれいなあ

れで拭いて、箱に 10個ずつ入れるわけや。そんなんや
った。 

Y：そこで何年くらい修行しはった？ 
B：そこで十年。十年修行して僕は１８の時にね、あると
この出前いっとって、そこの奥さんやおじいちゃんに

かわいがってもらって。そこの家に養子にいったんで

すわ。 
Y：そうですか。 
B：料理旅館やったんやけどね。ほんでこいさんが 1 人お
ったんですわ。僕はけんじやから、けんちゃんけんち

ゃん言われとったから。休みの折は月に２回しかなか

ったんやけどね、「休みの日は家に来たらええよ」って。

「ご飯も何でも食べさしたるから。お金もいらんから」

って。映画の券くれたりね、小遣いくれたりね、で休

む度に。犬も飼うとったからそこはね、女中さんと仲

居さんが１０人程おった。ほんでいつもいったらかわ

いがってくれてね。休みになったらお使い行ったり犬

の散歩したりね、やっとった。俺は昔は山で犬も飼う

とったし、何でも飼うとったんや、牛も飼うとった。

そういう経験があるから「Bくんは器用やなー」言うて
ね。で、女中さんやとかも随分厳しかったよ。こうい

う襖おまっしゃろ、あの障子紙。「ここ誰が掃除した？

掃除してへんやないか」って。そこまで調べよったん

やで昔は。100人ほど泊まりに来る平屋で。ほんでそこ
へね僕は１８の時に養子に行ったんですわ。こいちゃ

んが僕とやったらええ言うて。ほんで 10年辛抱しとっ
たとこは近所やから、道頓堀渡ったとこやから。 

Y：ああ近くなんですね。 
B：うん。だからそっから通っとったわけですわ。たまた
ま家の嫁さん文楽出とったから、喜劇俳優やとか皆知

ってますわ。松竹系やったからね。松竹座も出とった

し、色々あっちこちいってました。京都の南座やとか、

コマ劇場やとか。大阪にも梅田にコマ劇場いうのおま

っしゃろ、東京にもあるし。ああいうとこ出とった。

藤山寛美なんかもうちの嫁さんよりも下やったもん。

踊りはもう五本の指に入っとった。家行ったらもうそ

の時分テレビもあったしね、お琴から三味線からもう

みなあったわけや。嫁はんが全部やってたから。チコ

ンキ（蓄音器）はいっぱいあってね、あの時分。そや

から僕はいつも歩いてそこへいって、チコンキいうた

ら昔の浪花節いうのがようはやった時分おまっしゃろ。

そうやってね休みになったらそこへ行って、もうなん

や自分の家みたいな感じでね、ようかわいがってもろ

た。その代わり僕はもう一生懸命できる範囲はね、や

らしてもらった。それからあの、芸能人が大阪の歌舞

伎座とかきたらみんな家へ泊まってた。 
Y：ああそうですか。 
B：たいがいの人は。ほんでそこでおって、あれはいつか
なー、こいさんが体悪くして、子どもができへん体や

からな。「けんちゃんええ人がおったら、嫁さんもらっ

たらええよ」って言うてくれたんや、お母さんがむこ

うの。「孫も欲しかったんやけど、子どもができへんか

らけんちゃんに悪いしなー」って。ぼくが２５かな、

まだ一緒におったから。２５過ぎてからかな今の嫁さ

んと一緒になったんです。 
Y：そうですか。 
B：で、初めての子ができた時、宮参りから全部そこのお
母さんが全部してくれたんや。 

一同：ほー。 
B：前のこいちゃんも来てくれたり、おじいちゃんもおば
あちゃんもおった時分やから、いっぱいようけ来てく

れたんですわ。 
A：２５歳ってことはちょうど店、修行１０年終わった時
なんですね。その店の次はどこで自分で・・・ 

B：それからね、初め子どもできた時はね、結婚したとき
には住吉に住んどったんです。 

Y：住吉？ 
B：うん住吉。苅田町ってとこにね。苅田ってまだ我孫子
までしか地下鉄がない時分ですわ、ね。今はずーっと

あるけど。ほんで住吉大社へ行って、一番上の子が宮

参りして、ほんで宮参りのあれから全部前のお母さん

がしてくれて。そこでしばらくおって、ほんでそれか

ら、子どもできてから大正区で。あのーみんな妹や弟

が、親父も大阪へ皆出てきたわけや。 
Y：うーん、四国から。 
B：うん四国から。その時分養子に行ったからお金も送っ
たり、もう色々やっとったからね。僕の給料以上に送

っとったから。その代わり僕の給料は貯金しとった、

その時分。何かあったらあかんと思ってね。ほんで親

父が来たから大正区の市岡いうとこでね家借りて、弟

と妹が住んどったんやけど、妹がもう中学校卒業して

からかな、僕が養子に行ったとこへ、女中さんできた

んや。 
Y：ああー働きに来た。 
B：うん働いて。弟は親父の跡を継がんと、鉄骨のこうい
う樋を作っとったわけや、仕事はね。親父は大阪へ来

ても畳をやっとった。 
Y：畳屋さんと鋳掛屋さんと。 
B：うーん。ほんで暫くしてみんな大っきくなってね。今
も弟は大正区におる。 

Y：そうですか。 
B：親父はもう早う死んだけどね。夫婦でもう孫もおるし。 
Y：その頃はもうお店を開いておられたんですか？ 
B：僕がその時は養子に行っとった時やから。 
Y：ああそっちで、そっちの厨房。 
B：うん。ほんで別れてからは、25、別れてからは職人で、
道頓堀で旅館やっとった人が香里園で商売するんで、B
さん家の店来てくれへんかー？家もちゃんとあてがう、

家賃も取れへんし言うて、香里園で一番先働いたわけ

や。 
Y：そうですか。それで京阪沿線に近づいて。 
B：ほんで香里園のちょうどあの成田不動さんの北の方に。
そこの奥さんも大きい土地持って、隣が風呂屋やった。

そこで僕に、そこお好み焼きするから、お寿司もする
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いうて、「お寿司やってくれへんか」って、僕お寿司や

って。そこも出前ばっかしやったから、店も入ったけ

ど出前も、あっちこち出前行ったんですわ。作っては

自分で出前に行って。ほんでそこでも流行って、「もう

あの B さんいう人がおったらここらで寿司屋できへん
わー」いうくらい流行っとったんや。ほんでそこの奥

さんが休みになったら、旅行やなんやかんやとこう連

れて行ってくれたわ、あっちこっちね。ほんで、家賃、

家は 2 階建ての家借りてくれて、ほんでそん時、香里
園で真ん中の娘ができたんや、ね。それから暫くして

から、えーとどこやったかなー、香里園から友達が大

阪の、あのー国際ホテルに料理長でいっとったわけよ。

僕は味付けが上手やったから、煮方いうてね、料理人

で煮方いうたらもう味付けばっかし、なんでも味付け。

そん時に煮方やっとったから、料理長の次が煮方や、

偉いのが。ほんでむこう行ったら盛りつけ、むこう行

ったら魚捌くやろ、で盛りつけたんもこうやって盛り

つけする。でそういうのが結構おったから。「あのー国

際ホテル来てくれへんかー」って。「給料もちゃんと出

すから」言うて国際ホテル行って。ほんで国際ホテル

にしばらくおったから、俺らも芸能人もたいがい知っ

てるわ。よう芸能人が歌を歌いに来たりね、芝居しに

来たり。サインも持ってる。山田五十鈴やとか、ああ

いう人らが国際ホテルで泊まったり、藤田まことやと

か、藤田まことは前座やっとたんや。あの人、歌上手

い、ものまねやっとったから、大阪で。その時から僕、

藤田まことと白木みのるとそれからダイマルラケット

といとしこいしやとかもうよう飲んだんや。そら道頓

堀では西川きよしも学生の時分、吉本に入れたった、

ね。嫁はんが文楽出とったんやけど、俺がいつも弁当

昼持っていっとたんや。「にいちゃんいつも学生服着て

何してんのー」、どこの弟子なりたい言うて。ほんなら

東京から目玉の大きい人が文楽来とったんや、その人

の弟子なりたい言うて。「ほな聞いてみたるわー」って

言うて、その人わし全然知っとらんから、家の嫁はん

が「どっからきたんやー」て。「市岡からや」、「国はど

こや」、「四国や」、「四国かー！俺も四国や」って言う

て。ほんで話が合うて、家の嫁はんに言うたら、暫く

ここへ来たらええわ言うて。学校も卒業したあれやか

ら。ほんで家の嫁さんも弁当食わしとったんや。自分

はよそからとって、俺が持ってたやつ弁当箱きれいに

洗って。家で弁当なんか洗ったことないのに、ほんで

あの子に全部食わしとったんや、西川きよしに。ほん

で嫁はんが吉本入れたったんや。ほんで吉本入れたら、

ええやんかー言うて、俺は吉本見にいったんや。もう

どこへ入るのも俺はタダや、ね。ほんなら西川きよし

初めて舞台出て、「目玉が落ちるー」って通るだけや。

その時分、ヘレンは看板スターやったんや。ほんでし

ばらくしてから漫才ブームになってね、売れたわけや。

そやから吉本の人間は殆ど僕のこと知ってる、古い子

は。こないだ写真みせたったやろ？ 
A：あー見ましたね。 
B：ね。今も持ってるよ。そら三枝なんかも友達やもんな。
三枝のあの親方の家へ俺はよう弁当持っていっとった

から。三枝がおったんや、弟子で。ちょうどね道頓堀

のね、今アメリカ村ってなってるやんか、あの辺に家

があったんよ、三枝の親方の。 
Y：そうですか。 
B：桂文枝か、文枝やったかな。いつも俺、弁当持って行
っとった。晩なったらかにすき持って行ったりね。そ

らもうあっちこっち行くから、「なんで Bくん芸能人よ
う知ってるの？」って。「そらもう家に芸能人もよう泊

まっとたんや。たいがい泊まってるで大阪へ来た人は」

言うて。もうそやから、今のあほの坂田とも飲んだし、

おおぐち言うとったんや昔、ね。おおぐちはもう芝居

やめて店やっとたんや。今もやってるん、娘がやって

るんかな。そこであの坂田、あほの坂田はそこにおっ

たんよ、ほんであれと漫才を組んだわけや。えーと、

ふじ、ふじ・・・。 
A：わかんないです。 
B：俺もう年いったから、忘れてまうわ。 
H：前田五郎。 
B：前田五郎！前田五郎と漫才組んだわけや。ほんで組ん
でまだ売れてへん時ね、前田五郎と幕しまった後ね、

よくこれ。 
H：ほっほー。すごい写真ですね。 
B：三枝もいてまっしゃろ。仁鶴もいてまっっしゃろ。き
よしもおるやろ。 

H：岡八郎もおる。 
B：うん岡八郎もおる、死んだけどね。 
H：これ場所はどこなんですか 
B：これね映画に出たんですわ。あの太秦で、その時の写
真です。 

H：みんなだから 20代くらいやね。めちゃくちゃ若い。５
０年前？ 

B：５０年。 
H：ほー貴重な写真ですね。 
B：あの太秦のね。ぼくも太秦に住んどったんや、三番目
の女の子ができた時。この時分から三枝はもうよう知

ってますねん。仁鶴やとか。ほんなら島倉千代子が三

十か二十歳のときから僕知ってます。 
Y：(笑) 
B：僕、けんちゃんって書いてますやろ、二十歳の誕生日
になったらね、心斎橋のそごう百貨店の６階で誕生パ

ーティやってね、うちに泊っとったからね。 
Y：あーなるほど。 
B：んで、「ケンちゃんへ」言うて、呼んでくれたんよ。僕
はまだ１８の時だったんよ。二十歳やろ島倉千代子。 

H：これは僕の生まれた年や、１９５８年。 
B：この間死んだけどね。んで大阪に来たらいつも弁当持
って行っとったんよ、楽屋へ。大劇いうたらエレベー

ターなんてあれへんやん、昔は。今は…。３階までい

つもおんぶしてな。弁当持って行ったら終わるやんか、

昼ご飯食べよるとき。じっと幕間から見とって舞台の

端から端まで走り回るやんか、歌に乗って。それがし

んどいんですよ。で、３階まであがるのがまたしんど

い言うて、ようおんぶしたったわ。 
Y：あーそうですか。 
H：３０ちょっと位までにもうどんだけの人生を生きてこ
られてるかという。 



関西大学	 団地再編プロジェクト 
団地／それぞれの住まい歴調査 vol.6 

7 

B：ほんで国際ホテルおったとき、今の天皇陛下の息子か、
皇太子。あれの料理したときな、皇太子が僕に菊の入

ったタバコをくれてん。皇太子になる前、浩宮の時や

わ。そのとき国際ホテルに泊ってん、一人で。付き添

い３人ほどおったんや、それの料理を出したんや。付

き添いがまたうるさいんよ、毒味なんかいろんなで。 
Y：(笑) 
B：ね。ほんで骨のあるもんはあかんいうて。でまぁ、ち
ゃんとして出したら喜んでくれて、ぼくに５カートン

くれた、タバコを、菊の紋の入った。ほんで美味しか

ったいうて。そらもう調理場まで見にくるんで、その

付き添いが。	  
H：そのとき皇太子様はおいくつだったんですか。子供で
すか。 

B：いや。まだ、あの。今は皇太子やろ。 
H：はい。 
B：浩宮の時やから。 
H：浩宮の時。 
B：そう。今は皇太子。 
H：そうか、今は皇太子か。 
B：まだ嫁さん貰わん時やから。 
Y：なるほど、それで一人で。 
B：そのとき会うた、皇太子。皇太子の浩宮様と会うて、
握手してもろうた。 

H：国際ホテルの頃はどこに住んでいらしたんですか。 
B：その時は、香里園。 
H：香里園ね。 
B：香里園か、 
H：両方やってるみたいなですね。 
B：うん。 
Y：ほんで香里園の次はさっき太秦とおっしゃったけど、
また…。 

B：京都へ行ったんですよ。 
Y：京都へ。 
B：京都の太秦の方へ行って、北大路新町いう所へ開店し
た店に行ったんですよ。活け造りしたり、なんやかん

や。そこで１年か２年おったかな。そんとき１番下の

娘が出来て、ほんで、京都のあの、なんちゅうお寺や、

もうど忘れしたけど。そこにお宮参りして。北大路新

町へあがる角っこにね、芸能人がやってる病院がある

ねん。嫁さんにいったら、東宝にえーっと、ど忘れし

た。もう亡くなったけどね、今でも病院はやってます

わ。 
Y：そうですか。その頃はお年は４０前後ですよね。 
B：４０前後、ええ。もう京都でも京都中の社長よう来た
で、うちの店へ。活け造りやってる店１軒もなかった

から。今でこそやってるけど。もう僕は活きたやつお

ろしてね、ぱっと船に乗せて。まぁ京都中の社長連中、

出雲屋とかあんなとこの料理屋の社長も来てくれたし

ね。そらもう、それも市場、中央市場からの、そんな

社長も来てくれたわ。そやからもう芸能人からの予約

がけっこうあって、祇園の舞子はんと芸子はん連れて

きてくれて。それからやめて、また国際ホテル帰って、

また今度、買うた人からまた帰ってきてくれへんかて。

で、帰ってやって。それからもうしばらくして今度は

商工会議所へ来てくれへんか、いうてまた… 
Y：商工会議所ね。 
B：大阪の。 
Y：国際ホテルが元々その横にあったのですね。 
B：横にあって、国際ホテルがやめてから商工会議所へ。 
Y：そうですか。 
B：で、国際ホテルおったら、洋食部門と和食があった訳
ですわ。和食の方に僕が行ったんですわ。そんならも

う、従業員だけでも１００人くらいおるわけよ。それ

の昼飯も作らなあかん。 
Y：うーん。 
B：ね、食べにくるやんか。それからはもう、商工会言う
たらパーティが多い。まぁ今日は１００人２００人い

うてパーティ。１０００人ほど入る店やったから。そ

こへ行ったとき、あの、長嶋も来てくれたしな。長嶋

の監督と３人で僕飲んだことあるわ、そこでも芸能人。

橋下知事のとき知事も来てくれた。それもパーティに

来てくれて、握手して。んで、阪神に入ったあれ、こ

の間優勝しましたやろ、星野監督。阪神へ入る前にう

ちでパーティしてた訳ですわ。で今度阪神の監督にな

るんで、阪神を今年優勝させますいうて啖呵きりよっ

た。僕も阪神あれやから握手して、頼みますいうて、

その年に優勝したんや。 
Y：んー。 
B：ね。ほんで僕はもう阪神の野球場の近所に、鳴尾に住
んどったからね、前の嫁はんと。あの辺は詳しいです

から。 
Y：そう。鳴尾にも住んでいらっしゃった。 
B：前の嫁はんと。あのほれ、家はあったんやけど結婚し
た当時、おかんが家買うてくれて。おじいちゃんおば

あちゃんもね、それのおじいちゃんおばあちゃんも鳴

尾におったからね。 
Y：そうか、うんうん。 
B：ほんで鳴尾から通ういうたら、もう道頓堀まで通うゆ
うたら、朝早いし、こっち泊ったり、で嫁はんは東京

行ったり、ほれ 1 ヶ月ほど帰ってけえへんやんか。そ
ういう時はもうおかんのとこ行って泊って、ね、店が

近いから。道頓堀やから、家の近所やから。そうやっ

てやっとったんですわ。で、前のおかんも亡くなって、

こいさんが一人になって女中さん連れて阿倍野の方に

５０００万の家買うて住んどった訳や。んで、その土

地も全部売って、どこ行ったんやろなこいさんは。で

隣のタバコ屋やっとったおばあちゃんがけんちゃんや

ったら教えるわ、誰にも教えんといていわれてるけど、

あんたやったら教えるわいうて電話番号教えてもらっ

て、電話したら前の嫁はんが出て、どこに住んでるの

っていうて、阿倍野警察のちょっと入ったとこやいう

て。俺も阿倍野に住んでんねん、近鉄の手前にあの、

えっと今もあるけど、そこで仕事してんねやいうたら、

あぁそう、ほな食べに行くわいうて。まぁそんときね

杖突いてきよったわけですよ。 
Y：そうですか。うんうん。 
B：ね。で、４階はもう食べもん屋ばっかし、そこで僕料
理やっとったから。寿司も和食も。７０人くらい入る

店で、そこでやってて、そのこいさんが女中さん連れ
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て一緒に食べにきてくれたんやけど。ほんならいっつ

も２，３千円しか食べへんのに 1 万円札出して、おつ
りケンちゃんに渡しといてやっていうて。来るたんび

にくれるわけよ。ほならそこの奥さんが「あの人なん

やの」いうて、来るたんびにおつり全部…。いや、ま

ぁもろたらおかしいけど、「いやぁ前の嫁はんですわ」

いうて、「あぁそう」いうんで。これ持っとったからね

「こいちゃん、俺もうお金げっぷげっぷしてるから金

あったらおくれ」いうたら、あくる日２００万現金持

ってきてくれて、それ貯金にとっとる。それからもう

しばらくしてね、別の女の子やめさせて、前おった女

中さんを俺知ってるからその人と会わして、話したら

よう知ってる子やん。で、その子に５０万やって看た

ってくれと、洗濯しに行ったり、病院に行ったりした

ってくれと。 
H：それは割と最近の話ですか。 
B：それは別れてからやからね。 
H：あそうか、その話は。 
Y：阿倍野で働いておられたのは、国際ホテルの… 
B：はい。国際ホテルの親方の店ですわ。 
H：そうですか。 
B：ほんで、商工会議所もその親方が… 
Y：あー同じ人ね。 
B：ほんでチェーン店が１０軒ほどあったんですわ。 
Y：ふーん。 
B：僕はあっちこっち、廻っとったんですわ。 
Y：なるほど。 
B：あともうちょっと、もうちょっと見たってくれへんか。
ほな、天王寺でもそこにおったんやけど、もう食べる

とこばっかしやから、みな激しいわけや。あそこ流行

ってないとか流行ってるとか、もういろいろあるわけ

よ。で、「B君いってくれんか」。でその職人はやめて、
あれ若いし二人おったからそいつらにきっちり教えて、

もう味付けから。そやからもう B 君来たら客はもう座
って待っとるもんね、満員で。んで近所の人もびっく

りして。僕が行ってから近所の人が食べに来はる。味

見に来よるわけですよ、色んなのを。 
Y：(笑) 
B：それからもう俺は近所へ、僕も食べに行った。ここは
どんな味してるかいうの。ラーメン屋もありゃ、喫茶

店もありゃ、立ち飲みやもある。もう色んな。それで

も来るから、もう 1 階２階３階はもうそういう色んな
店が入っとる。そういう人らも来るからね。社長連中

が。そやからそんなまずいもん出しとったらなぁ。ほ

いから、やっぱりそこの社長、B君やっぱし、味違いま
す、上手やねんなぁゆうて。 

H：あの、料理のことよくわかりませんけど、その素材は
どうだったんですか。 

B：素材はもういるもんを、僕が電話で魚屋なら魚屋、八
百屋なら八百屋、中央へ電話して持ってきてもろとっ

た。まぁ、色んなメニューがおますやろ。まぁ、お寿

司やったらもう穴子からなにまで、ないもんないくら

い揃えなあかん。やから僕はもう昔から味付けが上手

だったのか、みな、寿司の酢も全部自分で合わしとっ

たからね。 

Y：料理人の方々の世界いうたら、すごいつながりが多い
訳でしょ。 

H：色んなつながりでどんどん広がってますけどちょっと
話戻って、じゃあ一番最初に大阪に出てきて、道頓堀

の最初お店に入れたのはどんなつて、というか… 
B：それは高知で、安定所に頼んだから。 
H：あぁ。 
B：安定所、役所におじさんがおったから、高校で行きた
いんやけど、大阪の方にあるんかなぁいうて 

H：実際じゃあ縁とかじゃなくてもうほんとにだから飛び
入りというか 

B：たまたまね、そこが欲しいていうてるから、いくかぁ
いうて。 

Y：でも、お知り合いやったわけでしょ。 
B：お母さんとは知らなんだけど、その人の姉さんがたま
たま、おじさんが来たとき来たわけよ。あらと思って、

顔を見たとき。ほら姉さんも嫁に出て… 
Y：えぇ。 
B：名字が違うやんか、ね。で B君、ここにおったんって、
でまたそこの奥さんもびっくりして。そういうことが

あったんですわ。ほんなら、道頓堀でやってたときに、

まだ僕が小学校の時ね、習っとった先生が僕が自転車

で器あげに行っとったんかな。僕に聞きにきたんや。

どこそこの、知りませんかって。ぱっとみたら「いや、

先生ちゃうの」って。それも偶然にね。 
Y：(笑) 
B：で、その先生の妹か姉さんか知らんけど、どこやらで
働いてるいうから、その店やったらここやわいうて教

えて。B君なんでここにおるのいうて。いや俺もう高知
から出てきて、和食の店勤めてるんや住み込みで。も

う、あのね、偶然いうのは怖いね。 
Y：そうですなぁ。 
H：そういう、まぁまだ団地の話にまでいってませんが… 
Y、B：(笑) 
H：そういう色んなことの中で、最初戦時中に高知の山で
長い距離通学したり、自分で煮炊きしたりとか、その

頃のことというのはその後の人生になんか関係してま

すか。 
B：ある。 
H：ありますか。 
B：えぇ。絶対ありますよ。 
H：全部自分でね。 
Y：まぁとりあえず薪割るのが上手やった。ご飯炊くこと
が上手やった。そんなことから始まって。 

B：中学校行ったときには畑作りますやろ。それ作るのは
僕が１番上手やってん。んで、大根作っても、何でも

人参作っても全部、出来たもんをリヤカー引っ張って

街に売りに行くわけよ。んで、ぼくはもう街の一番先

の病院に行ったんです。病院へ売りに。ほんならその

看護婦さんが僕のこと知っとったから。 
Y：それはお母さんが入院されてたから。 
B：うん。入院しとったから。全部買ういうて。もう売れ
てきたんいうて。そんときは黙っとったんや。病院に

持ってったっていう。 
Y：（笑） 
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H：すごいですね。 
B：皆 1軒ずつ、どうですかどうですかいうて。 
Y：やっぱり食べるものとのつながりっていうのがどこか
ずっとあるみたいですな。 

B：で、もの作るのは、俺もう野菜でも何でも作っとった
から、そういうの、もう手入れだとかきちっと中学校

のときに僕は、妹や弟や洗濯したりなんやかんや。休

んだこともあったんよ。ほんなら家庭訪問に来たんよ

先生が。俺がどっか行って遊んでるんちゃうかとか。

なら洗濯しとったよ俺。(笑)井戸水でね洗濯板でこうし
て。そしたら先生が来たからいうて、ぽっと、ものい

わんと陰で見とったんよ。 
Y：なるほど。 
B：洗濯したり、掃除したりやってるんやないうて。おか
んの代わりにやってるん、妹と弟を。親父は出て行っ

てやな、なかなか帰ってけえへん。ただ単に隣の村に

行ったらなかなか帰ってけえへん。そんなんで妹や弟

はまだ小っちゃいから、小学校やったからね。何もで

けへん。それの弁当作ったりなんやかんや。 
Y：自分で生活をしていくということは、今そういうのは
なくなりましたね。 

B：今まで僕元気なときはね、家ではやってました。とこ
ろでね、１番だったと聞いております、おでんでも１

００個、帰ってきたら皮をむいていう具合で。家でや

って、そこの市場で。 
Y：あぁそうですか。 
B：前、そこ市場やったんですよ。 
H：あの辺の時代からここに組み込まれた。 
Y：ここ、どうして男山にこられたんです。 
B：男山に来たのはね、香里園でね、住んどったときに男
山いうところが新聞かなにかに載っとって、で、抽選

で当たる様になっとったわけよ。ほんでもう僕も香里

園をどっかに行かないかんな、そう京都に行かなあか

んから。 
Y：はいはい。 
B：どうしょうと思ってここに、当たるか当たらへんかわ
からんけど、で、当たっとったわ。 

Y：なるほど。 
H：こちらの方が近いですよね、京都に。 
Y：京都でお仕事されたり、大阪でお仕事されたりね。 
B：近いし、ほんで９階やいうて。エレベーターがついと
って。 

Y：あの高層のね。 
B：で、家賃が７万くらいやったかな。３ヶ月分を払えば
入れるいうことで、それで。 

H：何年くらいお住まいなんですか、この男山団地に。 
B：出来てから。 
H：あ、出来てから。 
B：まだこれもなかったですね、僕来た時は。この道も。
ポリボックスはもう小っちゃいポリボックスやった、

派出所みたいなな。 
Y：この高層棟も低いところも一緒に出来てましたか。 
B：ええ。出来てました。来た当時は奥の方はまだやって
た。 

Y：そうか、向こうから。 

H：じゃあここに引っ越してこられてからもまだ、料理と
かは現役でいろいろ教えてましたか。 

B：ええまぁ。もう家に帰って寝たら倒れるまで、この向
こうの養老院へね、僕もうやめてね、養老院。そこら

の寿司屋も行ったし、名前忘れたけど、市ノ瀬に養老

院ありますねん。こっからまっすぐ行ったところに、

竹藪こえたところに今もありますわ、５階建ての。そ

こへ僕は料理しに行ったんですわ、みんなの為に。 
Y：あぁ、そうですか。 
B：１００人くらいおる。そこで泊ってる人達がね。 
Y：この近辺でもいろいろお仕事なさってたんですね。 
B：ええ、そこの寿司屋も行ったし、んで今もやってる、
生け簀もやってるし。ほんである人が B 君、養老院に
料理しに来てくれへんかいうて、行ってん。なら、そ

の社長が養老院、大阪でもやってる。大阪城の近所で

もやってる社長やったんや。で、僕、こっからやった

ら歩いてでも自転車でも近いやんか、たいがい。朝６

時くらいには行っとった、店に。 
Y：ふーん。 
B：ならもう８時頃には食べにくるやんか。 
Y：あぁなるほど、その頃にはね。 
B：朝やったら、パンと牛乳やとかそれですむけど、昼も
せなあかん、晩もせなあかん。んで僕いっつも早う行

って、そこの看護婦に「Bさん早う来てやってんねんな
ぁ」いうて。早うせんと間に合えへんて。ほな仕入れ

すんのも、骨のないもんばっかしせなあかん。肉みた

いな固いもん食われへんし、で柔らかいもんばっかで

考えなあかんし。で、昼は昼でおじやもせなあかん。

お粥さんもせなあかん。普通のご飯食べる人もおる。

そんなんもせなあかんやん、毎日。もう牛乳は、僕は

冷たいのがええ、あたしは温いのがええいう人もおる

し。みそ汁は嫌いやけどすましは好きやとか、色んな

人がおるわけよ、うん。そこで１年ほどおったかな、

そこで倒れたんですわ。 
Y：そうですか。 
B：ほいで救急車で運ばれて、救急車の人が来て、そこの
枚方の厚生年金が１番ええ言われて、救急車の人が言

いよった訳ですわ。で、ほなそこに行きましょういう

て、そこで３ヶ月入院しとって、こうやってぼちぼち

歩けるようになったわけですわ。 
Y：あぁそうですか。 
B：早かった、手当が早かったから、あそこで３ヶ月目く
らいにもう歩けるようになったんです、ぼちぼち。こ

ういうのを持って、で、よかったです。あれもどっか

こっち来とったらわからんかったかも知らんし。 
Y：それは何年ぐらい前ですか。 
B：３年前。 
Y：３年前ですか。 
B：そやからこっちの手はもう、今でもこうで、病院行っ
てます。今は脳外科行ったり耳鼻科行ったり、今あの

リハビリも行ったり。 
Y：そうですか。 
B：明日も病院に。 
Y：いちばん仕事をしてこられた手ですな、それは。 
B：そやから出刃なんか、包丁なんか使われへん。字も書
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かれへん、震えてもうて。そやから左で全部、スプー

ンとフォークで食べてます。 
Y：なるほど。 
B：で、ものは何でも食べれますけど、固いもんはなかな
か食べられん。まぁいつも嫁はんがお粥さん炊いて、

昼なら昼のおかずを置いて仕事に行ってます。 
Y：あぁなるほどね。で、ここに移ってこられたときには
奥さんとお嬢さん 3人と、５人住まいだったんですか。 

B：はい。１番上の娘はみなここの学校。 
Y：ここの中に、団地の。 
B：ええ。あそこ全部小学校を卒業して。中学校も向こう
卒業して。 

Y：ここで学校行かれて。 
B：はい。学校も近いと思って。 
Y：そうですな。 
B：僕はあっちこっち行ったけど、子供なんか家かわるた
んびに学校かわったら可哀想やん。昔それがあったん

やん、僕らの時は。 
Y：こっちに移ってこられた時は、お子さんはもう小学校
ぐらい。 

B：まだ上の子が小学校やったかな。 
Y：あぁそうですか。 
B：３つずつ違うから。だから僕はもう働き詰めで。 
Y:ここで大きくなられたんですね。	  
B：今度孫がそこの学校に行きだす、そこの小学校の校長
先生がそのときのうちの娘の先生やったんや。で娘も

びっくりしとった。「あたしが習うた先生がな、今の校

長先生や」ハハハ。 
Y：そうすると、お嬢さん達はどっかこの近所で所帯を持
っておられるんですね。 

B：今二人はこの近所にいてます。で一人は万博の近所に
おるそうですが。 

Y：そうですか。 
B：長い事ここにおったけどね。まあ、いろんな事あった
けどもね、もう孫も大きなって、ひ孫がいてますわ。 

Y：そうですか。 
B：東京の方へ行って、いずれ帰ってくるかもしれんけど、
ドン・キホーテ言うとこ行ってます。 

Y：今、勤めていらっしゃる。 
B：孫、横浜の大学に行っとって、大学４年卒業してから
ドン・キホーテ行って。まあ、ここへ来てもいろいろ

あったけどね、あったけどまあね、住めば都や。近所

にしてもまあね、良うしてくれたし。 
H：でも前半世の料理旅館とか道頓堀とかの世界と、この
団地の世界とだいぶ違いますね。 

B：そら違います。ただ僕も道頓堀におるときええ目して
きた。ええ目もしてきたけど苦しい事もあった。まあ

これもね、なかなか一軒の店でね１０年も続くいうた

らいてませんで。 
Y：ああそうですね、うん。 
B：料理人総上がりしたときも、僕一人なってもがんばっ
た。総上がりってわかります？皆、辞めてまうの。僕

一人なってやった。それからまた料理人入れて、で、

どないかいけたけどね。料理人がおらなんだらあれで

すよ。これ、古い手帳やけどこんなん。 

H：ああ。 
B：道頓堀の。 
H：これは免許ですか？ 
B：あのね、千日前のとこの近所なんですわ、部屋です。 
H：ああ、ほんなら登録していらっしゃるんですね。 
Y：組合というか、あるわけね。 
B：これは大阪におるときに円弘志とテレビに出たんです
よ。 

H：ああ、この後ろのこちらですか？Bさんは。 
B：僕は帽子かぶってる方。 
H：なるほど。男前だったと。 
B：だいぶ若いとき。 
H：それで人生いろんな人気があった、男前や。ハハ。 
B：これもね、大阪の一番大きい会社の社長の店ですね。 
Y：うーん。 
B：あのテレビでも、高校野球に連続でコマーシャルやっ
とった、十川ゴムの社長の店が１００人ぐらい入る店

やけど、B君来てくれへんか言うて僕開店したんや、若
い衆何人かつれて、３人程つれて。 

B：爪楊枝ですわ。爪楊枝入れ、あの、そういうの趣味で
やってる人おるから。僕にくれたんや。 

H：これね千代紙で。そしたら、B さんのいろんな人生の
中でこの団地て言うのは、そんなにドロドロ濃くは無

いけれども、のんびりと言うか、良いところではある

んですか？ 
B：まあ今はね、のんびり外歩いたら知ってる人がいっぱ
い声かけてくれるしね。	 たまたま大阪におった時の

人がね、その近所に住んでるんですわ。一緒に働いた

主人と一緒や、びっくりしたよ。来た当時会って。で、

大正区におったときよう会った人が樟葉におるんや、

樟葉でまたばったり会って。 
A：へえ。 
Y：偶然が多いですな。 
B：偶然や、今も付き合うてるけどね。 
Y：でも、この団地の人たちといろいろ付き合いなさるの
は、やっぱり体を悪くされてからですか？ 

B：まあ、あの八寿園へ行ってるからね、歌、歌いに。そ
れでカラオケ部に入ってるから、たいがい。 

Y:それはまだお体を悪くされる前から、養老院でお仕事な
さってた時から？ 

B：いやいや、体悪くしてこうやって歩けるようになって
から、こういうところある言うて、老人ホーム入った

り、全部入ってます僕は。みどり会もある。 
Y：当時働いておられるときは、そんなゆっくりする時間
はありませんな。 

B：そうそう、そんなん行く暇も無かったです。倒れてこ
ないになってから、先生は歩かなあかんよとか、声出

さなあかんよとか言われて、声出すんやったら歌があ

るよいうて八寿園行ったんです。んで、好きな歌も歌

えるしそこで習う歌があるんや、今４０人ほどおるわ。 
Y：あー、そうですか。 
B：火曜日がその日ですわ、月に３回あるんです。そうい
う人がこの近所にいっぱいいてます。名前はわからへ

んけど顔はわかる。 
H：便利ですよね、この場所 



関西大学	 団地再編プロジェクト 
団地／それぞれの住まい歴調査 vol.6 

11 

B：うちは９階やけど、エレベータがあるから階段上がら
いでもええし。 

Y：ずいぶん変化が大きい人生をおくられましたですね。 
B：まだまだ言うたらキリがないくらい。 
H：１０キロ通って、隣の家まで声も届かん位の環境がス
タートラインで、いろんな便利なところが。僕の母方

の祖父も高知の山のところからね、同じくやっぱり大

阪に働きに出てきたんですよ。だから何かその時代の。 
B：高知もね、室戸あって、あのはりまや橋まで遠いやん
か、高知までね。うちのおふくろの先祖はね高知城の

神主しとった。うちの親父の兄弟は、僕は本籍は岡山

ですねん、備前長船、刀のところね、あれが先祖。だ

から岡山の墓へ帰ったらもう先祖の墓から、その前新

幹線がビヤーっと走って、川の上を。備前焼っておま

っしゃろ器の、あの近所や。今田んぼが５町おます。

そやからその田んぼ一反でも売ろう思ったら僕のはん

こが無かったら売られへんねん。僕が生きてる間は。 
A：面白い。 
H：壮大なお話の中の。 
A：ちょくちょく聞いてたんですけど、通して聞くとすご
い。 

H：映画を２本ぐらい見てるような。 
B：んで、池田牧場とも親戚になる。今の天皇陛下の姉さ
んが嫁に行ってた池田牧場。そのおっちゃんとは僕２

回会うてる、今元気にやってるかどうか知らんけど。

そこへ僕仕事に行って、こんなちっちゃい子が跡継ぎ

になったときの仕事に行った、東本願寺。で、東本願

寺に大きい庭っちゅうんがある、そこで晩餐会に呼ば

れて。 
H：子供の頃からの Bさんの波瀾万丈な人生と比べて、例
えば団地の中で本当に小学生の頃から育つ人たち、ず

っとここで人生を過ごす人たちていうのと、だいぶ違

いますよね、それはどう思われますか？ 
B：ああそりゃもう今の子はええなあ。 
H：幸せ、ハハハ。 
B：僕らもう何せ学校へ行く暇が無いぐらい働かなあかん
やんか、山の物しか食えへんやん。山におったから食

えるもんはたいがい取ったり、渋柿なんかやったら手

でな、芋やったら干してきれいにしてまた干してケン

ピにしたり。昔はもう米とかそういう、野稲まで作っ

た事ある。水が無いから畑に稲を植える。麦とかも植

えた。だから食べるものはほとんど自分で作ってた。 
H：僕の親父も高野山へ疎開して、高野山の学校の校長は
そっちじゃないですか、高野山から橋本の下まで学校

通っとったから、それもやっぱり１０キロやそこらの。 
B：高野山ね。 
H：トリモチで鳥とって食ったりとかね 
B：高野山もいったから。 
H：魚食ってました。	  
B：昔ね、木をねこう叩いたらトリモチになるねん、で昔
はメジロをよう獲ったんや、で、町からメジロ、今は

あかんけど食べにくる人おったんや。でメジロ５０羽

くらいこう獲ったんや。自分でかご編んで。 
H：食べる、命かかってるからモリのちょっとしたこう、
モリのバネのやつとか真剣というか、物事に集中する

というか。 
B：そんなんもうトリモチはぱっと止まったらすっと取り
にいってね。自分でジーとメジロを、メジロの声馴ら

して囮はめんたをおいといてね、ツーツーツー言うて

鳴くわけや。ほんならおんたがくるわけや。ならバッ

としてぐっとかごに入れて、でそれを売ってくれ言う

て、よう売ったことある。 
Y：そうですか。大変やけど生きてる実感がありますな。 
H：それは幸せって言ったら幸せな世界。そういう世界は。 
B：小っさい草履作っては自分で売ったりね、学校へ持っ
ていったら売れるから。普通５円で売るところを２足

５円で売るとかね。あの時分５円がね、金持ちの子は

な、昔なんかティッシュなんかあれへんねんや、新聞

紙かなんかで。「お前、尻なんで拭いてんねん」いうた

ら、「お札で拭いてる」あほかいうて。 
一同：ハハハ 
B：なあ、お前んとこ金持ちか知らんけどそんなもんで拭
くもんちがうで。俺が中学校一年のときやったかな、

まだ山の学校へ行ってたときや、２年生になってから

町のところへ行ったからね、中学校一年のときは僕は

一人で通とったもん。それも遠かった、中学校。今ほ

れ、ゆずの里っておまっしゃろ、ナビカワ村のゆずと

かいうて、ほんで馬路村とかいうて。 
Y：あー柚子ねはいはい。ポン酢を作ったりしてますね。 
B：あそこらもう、うちの親戚がやってるところもある。
ほんでナビカワ村いうところへ行っとった、小学校、

山から。 
Y：あーそうですか。	 高知の山は高いからね。 
B：まあ小っさい分は働きだしてからはそんな苦労は無か
ったけども。食べるものでも大勢来たときはね、食べ

るもん少なかったもん、はっきり言うて。あの時代コ

ーヒーでも１５円やったかな、一杯。で大阪の知事さ

んと僕は全国放送やってたんや。僕が国際ホテルにお

るとき。テレビ局全部インタビューされて、田舎から

電話かかって、兄ちゃんテレビ出とったやろ！言うて

な。全国放送や NHKも出てるし、もう、ね。でその知
事さんは死んでおれへんけどね、今マイドーム大阪の

横に墓があるわ。その知事さんの。そのときに僕１０

０人ぐらいのお客さんにすいとん作って出した。もう

出すもんないから、ムカデとかバッタやとかあんなん

も焼いて食べるようにしたあるんやけど、皆それは食

べへんやん。昔はこういうものを食べとったいうのを

出した。 
Y：うん。 
B：そやから昔はもう食べれるもんは粗末せんと食べてた
もん。そういう料理を出したんです。それはね、上六

かどっかの大きい会館でやったんですわ。そのとき１

００人ほど来たかな。もう、うちそのすいとんだけ出

した。そや言うてもこんなに昔美味しなかったよ。	 美

味しなかったら皆食うてくれへんから、ちょっと味つ

けたんや。そうでっしゃろ。 
Y：そうですな、塩味ついとったらええぐらいのもんです
な、昔は。 

B：だから知事さん、大阪の役所おまっしゃろ、あそこへ
もよう弁当持っていったりあそこで握ったりしたもん
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や。 
Y：パーティーあったら。 
B：大正製薬の本社に行って１００人ぐらいのパーティー
やからいうて、そこでも寿司握ったりそば作ったり。

PLが優勝したから言うて PL学院まで何百人分も持っ
ていって、仕事に。まあ忙しかった。 

H：今は暮らすにはちょうどいいぐらいですか？ 
B：今は嫁とおれだけやから、こないなってからな、もう
嫁はんに頭が上がりまへん。はいはい言わなあかん。 

Y：奥さんはぜんぜんお元気なんですか？ 
B：うん、元気です。 
Y：そうですか。 
B：僕が歩けんようになってからね、もうどこも行けんよ
うになってからね、要るやんか、人が。まあああいう

ところに入ったらええこっちゃやけどね。 
H：申し込んだときのエレベーターの９階ってのは、たま
たまですよね。ちょうど良かったですよね。離れたと

ころの階段のところでね、全然違いますよね。 
B：そうそう。ここやったらええわ、エレベーターやし、
荷物運んでもぐーとね。それでも僕はあっちこっち宿

替えするだけでも大変やった。今までで何軒宿替えし

たか。 
Y：お子さんはもう全部奥さんにまかせっぱなしでしたね、
そしたら。 

B：そうそう。僕も仕事一途に、大阪に着くのに一番バス
で行った、たいがい。あの地震のときでも揺れたけど

バスは走っとった。でバスに乗ったら樟葉に着く前に

また町の中でかなり揺れてね、で樟葉着いたら電車８

時まで走りません言われて、京阪。今日予約聞いてる

のになと思ってね、僕そのとき商工会議所やったから

１００人ほどの予約聞いとったんよ。で、いろんなキ

ャンセルしてきたんやわ。電話もでられへん、誰も行

ってないから。んで、キャンセルなってしもうて、仕

入れ先こっちもキャンセルして、そのうちに電話も通

じひんようになったりね。で、あのとき淀屋橋から歩

いた本町まで。あの時がもう、9階でっしゃろ、ガラス
もひっくり返ってるし、もう気つけて子供も寝られへ

んし、９階揺れてね。こうやって開くやつはバッと開

きましたわ。こういうやつは開けへん。なんちゅうか

な、地震も恐い。昔はよう言われたんよ、四国におっ

ても大きい地震あったよ、上から大きい石が転がって

きたりね。昔小っさいとき聞いたんは地震、雷、火事、

親父いうてよう言われとった。 
H：もしエレベーターの無いところにお住まいだったら今
どうされてますかね。５階とかで階段上らなあかんと

ころやったら。 
B：今やったら替ってるな。エレベーターで良かったです
わ。やっぱりここなんぼ当たっても、今やったら下の

方空いてるところもあるよ、どこの団地でもね。上に

おった人が下に替ったり、もう年寄りやから上まで歩

けませんて替えてもうたりね。今は年配の人が多なっ

たからね、子供みたいなもんが少くないもん。だから、

また会えたらまた話しますわ。 
Y：ありがとう御座います。すごい僕らが普段体験できな
いようなお話をいっぱい聞かせていただいたから。 

B：人生皆それぞれ違うやろけど、昔の人は苦労してるも
ん。なんやかんやと。 

Y：ちょうど時代が変化する間をずっと生きて来られたん
ですよね。 

B：呉におったとき、もう空襲警報であの焼夷弾だの、石
みたいなんブアーっと雨のように降ってくるからあれ

で死ぬ人。爆弾と違うて焼夷弾言うたらもう・・・ 
Y：数がいっぱいだから。 
B：ほらもう、金のならんイモリみたいなんがブアーって
降ってくるんや。それ僕子供のとき拾てね、ギザギザ

なって手も切れそうやった、そんなんや。針みたいに

なってた。そんなんが雨のようやった。 
Y：それをばらまくんですな。 
B：飛行機からぱらぱらと。B29！言うたらもう空真っ暗
なってる。そやから何時も防空頭巾はここへかけとっ

た。あんなもん頭当たったらいちころや。 
Y：でもその頃の事はまだ小さかったから。 
B：５歳やったからあんまり覚えてへんけど、何せ一番先
逃げとったから。 

Y：その後小学校変わりながら、中学校までの間の山の生
活というのがなかなかすごい。体験としては記憶に残

ってる。 
B：記憶には残ってるね。もう、今の頃よりはその時の苦
労したことやいろんなことは残ってるんですわ。 

Y：今となっては良い思い出として残ってることも多いで
すよね。 

B：そういう事は頭の底に入ってるわけよ。今聞いたもの
すぐ忘れるんやんか、今やったら。あんたの名前聞い

ても出たら忘れるわ。そんなんや、顔はわかっとって

も。 
Y：ありがとう御座いました。気をつけて帰ってください
ね。またこの辺でお目にかかることあると思いますか

ら。 
B：家はどこに？ 
H：家兵庫県なんですよ。遠くから来てるんです、私。 
B：兵庫県から来てますの。 
Y：僕は大阪です。 
B：大阪のどこですの。 
Y：大阪の天王寺の辺りです。 
B：あ天王寺、天王寺から。今から帰るの？ 
Y：帰ります。今日は大正区の話だとか、色んな場所の話
が出ましたが、だいたい全部、土地勘あるというかよ

くわかります。 
H：この研究と言うかヒアリングみたいなものは、まだこ
れからしばらく続きますので、たまに２人でまたこち

らに。 
B：また寄ってくれたらな。 
H：ぜひまた顔を拝見させてください。 
B：僕も一日でも長生きしたいと。 
H：ぜひぜひ。 
Y：学生諸君がずいぶんお世話になってると聞いています
ので、またそちらの方もよろしくお願いします。いや

ほんとに今日はありがとうございました。 
一同：ありがとうございました。 

以上 


